
 

受賞理由 

 

・梅田哲也 

発表する場所の地政学的、環境的特徴に対する洞察が、自身の表現言語で翻訳され、作品として昇華されて

いる点が高く評価されました。歴史やシステムといった重いテーマを扱いつつ、人間の感覚への信頼にもと

づいた表現は詩的で軽やかで、空間の物理的な制約をポジティヴに解釈、転用する手腕にも優れています。

鑑賞者の体験を重視する作品からは、作家の倫理的な態度を見ることができ、鑑賞者が自発的に場の探索を

始められる丁寧かつ親密な仕掛けが特徴的です。視覚文化に対する明確な理解にもとづいた分野を超えたス

トーリーテリングによってそれらを統合する表現力は突出したものでした。 

 

・呉夏枝 

大きな歴史およびそこで掬いきれない個人の小さな物語の両方への等しい眼差しが特徴で、染、織といった

テキスタイルの形をとる制作それ自体も地政学、女性史、移民・移住の歴史を表象するものとなっています。

物質文化としてのテキスタイルの技法と素材を丹念に研究し、かつ高い技術を備え、それらを表現する題材

をコンセプチュアルに用いている点が高く評価されました。また、現在作家が制作している作品群は、個人

の生に焦点を当てるのみならず、階級と労働に関する調査を交差させたアプローチであり、歴史だけでなく、

ジェンダーや移民、自然環境の問題とも接続可能である潜在性が評価されました。 

 

・選考委員長による総評 

写真や映像といったデジタル・メディアを用いる作家が多かったですが、メディウムの選択や使い方、展

示方法には新鮮さや驚きを感じるようなものは残念ながら少なかったです。 
 

自身の国籍や属性、ジェンダー・アイデンティティが制作当初の動機でありながら、そこから他の個人や

集団の歴史、経験へと接続していこうとする意思が強く反映された作品が多く、作家が制作の過程で関わ

る人々と時間をかけて丁寧に信頼関係を築いていることに感心しました。 
 

マイノリティや移民の問題は、彼らが存在する場所の歴史や地政学に根付く問題ですが、その一方で、世

界のあらゆるところにある問題であるとも言えます。マイノリティの問題を日本固有の問題として設定せ

ずに語る方法を探ることで、大局的な問題が顕在化し、より多くの人々と作品を通して問題を共有する可

能性が開かれるのではないでしょうか。 
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